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小児がん拠点病院等及び成人診療科との連携による長期フォローアップ体制の 

構築のための研究 

分担研究報告書 

 

「長期フォローアップ体制構築のための 

日本小児がん研究グループ(JCCG)との連携」 

 

研究分担者   田尻達郎・九州大学大学院医学研究院小児外科・教授 

 

A. 研究目的 

長期フォローアップの対象を JCCG固

形観察研究登録患者として全国規模に

拡大し、長期フォローアップ関連の研

究を実施する。 

 

B. 研究方法 

JCCG長期フォローアップ委員会や各種

の疾患委員会との連携協議を行う。 

 

C. 研究結果 

D. 考察 

E. 結論 

JCCG長期フォローアップ委員会及び固

形腫瘍分科会との会議、情報共有を行

った。また、小児がん経験者（CCS）

の問題点の把握や改善のための計画を

検討した。 

 

F. 健康危険情報 

特になし 
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